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   A case of fused pelvic kidney, in a 67-year-old woman is presented. The patient also had a 
bladder tumor that had invaded the bladder wall. The renal anomaly was confirmed by drip 
infusion pyelography,computed tomography scanning, (CT-scan) and angiography. The 
CT-scan showed lump kidney withan aplastic right kidney anterior to the sacrum. Two renal 
arteries derived from the right common iliac artery were demonstrated by pelvic-angiography. 
   The right ureter was not identified during the total-cystectomy. The left ureter was fixed 
firmly to the surrounding tissues and its free portion was less than 7 cm long. Thus left uretero-
cutaneostomy was selected for the formation of the urinary diversion. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1041-1045, 1989) 

















入 院 時 現 症:体 格 中等.栄 養 良好(や や 肥 満).胸
部 理 学 所 見 に 異 常 を 認 め な い.腹 部 触 診 で は 両 側 腎 を
触 知 しな い.下 腹 部 触診 で は肥 満 のた め,膀 胱 は触 知
不 能 であ った.
入 院 時 検 査 成 績=一 般 検 査 所 見;血 圧130/80
mmHg,血 沈1時 間値35mm,2時 間 値82mm,血









FBs79mg/dl,Amylascgou.尿所 見;外 観 は 赤 褐
色混 濁,PH5.0,糖(一),蛋 白(+),潜 血(指),
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ウ ロ ビ リ!一 ゲ ン(正).沈 渣 で はRBC(十 の,WBC
(廿),Epi.(十),Cocci(十),Rods(一).尿細 胞
診 で はPCclassIVを 示 した.
膀 胱 鏡 所 見=後 壁 よ り出た 表 面 が 石 灰化 した 巨大 な
腫 瘤 を 認 め た.膀 胱 鏡 の み で は結 石 か腫 瘍 表 面 の 石 灰
化 か の 判 別 は 困 難 で あ った.な お,尿 管 口な どの 膀
胱 腔 内 の 観 察 は不 可能 で あ った.
X線 検査 所 見lKUBで は 骨 盤 腔 内 よ りに 淡 い 石 灰
化 像 を 認 め る(Fig.IA).なお,両 側 腎 のcontour
は 不 明 瞭 で あ った.DIPに ては 上腹 部 に 腎 陰 影 を 認
め ず,骨 盤 腔 内に 造 影 剤 の 排 泄 が み られ た.さ らに,
左 下 部 尿管 の 一 部 が 認 め られ たが,右 尿 管 は抽 出 され
て い な い(Fig.1B).骨盤 部CTで は 表 面 に石 灰 化
を伴 う大 き な 腫 瘍 像 が み られ た(Fig.2),さ らに,





































入谷,ほ か:塊 状腎 ・膀胱腫瘍
施行した.ま ず,膀 胱全摘術を行 ったが,骨 盤腎は手
術の妨げとは ならなか った.し かし腎が存在するた
め,後腹膜 リンパ節の郭清はできなか った.
っいで,左尿管皮膚縷術を実施した.左 尿管は約7
cmと短 く,周囲組織と強固に癒着 してお り剥離が非










骨盤 腎 は 比較 的 稀 な奇 型 と され て い た が,各 種 の診
断技 術 の 向上 に伴 い,そ の 報 告 例 は 増 加 し,今 日で は
決 して 稀 な もの とは 言 え な くな って きた.し か し,融
合性 骨 盤 腎 あ る いは 塊状 腎(lumpkidney),菓子 状
腎(cakekidney)と言 わ れ る奇 型 は そ の報 告 例 も少
ない.Virsedaら1)は1981年に文 献 的 に20例を 認 め た
と して い る.本 邦 で は1983年に梶 谷 ら2)が5例 を 報 告
し,そ れ 以 外 の 報告 例 は少 な い3・4).しか し,無 症 状 の
ま ま経 過 す る例 もか な りあ る とみ られ,Virsedaら1)
は全異 所 性 腎 の10%を 占 め る と して い るが,正 確 な 発
生 頻 度 はつ か め て い な い.
診 断基 準 と して は,Gleen5)のものが よ く引 用 され
てい る.す な わ ち,腎 実 質 全 体 が 骨 盤 腔 内で 一 塊 とな
って お り,両 側 の尿 管 が は っ き りと確 認 で き,さ らに
膀胱 と尿 管 の 位 置 関 係 は正 常 とい うこ とで あ る,本 例
は 手術 時 に は 右 尿 管 の 確 認 が で き な か った が,摘 出
標本 で 正 常 位 置 に 尿 管 口を 認 め,CTで も左 腎 と融
合 した萎 縮 状 の 右 腎 が 描 出 され た こ とに よ り,Iump
kidneyと診 断 した.
Ectopickidneyの分類 と して は,Harrisonら6)
に よる ものが 一 般 に よ く用 い られ て い る.す な わ ち,
1)simpleectopia,a:unilateral,b=bilateral,2)
crossedectopiawithorwithoutfusion,3)mova-
blekidneyと分 け て い る.こ の分 類 に よれ ば,こ の症
例 はcrossedectopiawithfusionとい う こ に な る.
な お,c「ossed「enalectopiaの分 類 はAbeshouse






さ らに,McDonaldら8)は1群を以 下 の6群 に 分 類









上 記 の 分類 に よれ ば こ の症 例 は1-Cと な る.
発 生 原 因 は い まだ に 明確 な 結 論 は 得 られ て いな い
が,5mm胚 芽 期 にWo肝 管 か ら発 生す る尿 管 芽 の 上
昇 機 転 が 何 らか機 序 で障 害 され る た め と考 え られ て い
る9).その原 因 と して 以 下 の よ うな もの が挙 げ られ て
い る.1)血 管 に よる 障 害,2)尿 管 芽 そ の も のの 欠
陥,3)骨 盤 の 奇 型,4)後 腎 の発 生 異 常,5)遣 伝 的
欠 損,6)妊 娠 初期 に お け る母 親 の 病 気 な ど であ る.
尿 管 芽 と起 原 を 同 じくす る 骨 の奇 型 と骨 盤 腎 の 合 併 が
多 い とい う報 告10・11)もあ り,こ の 発生 原 因を 支 持 す る
一 因 とな る.ま た,組 織 学 的 に 未 熟 な 糸球 体,cystic
changeおよび 大 き く延 長 した 尿 細管 を 認 め た とい う
報告 もあ り5),機械 的 な障 害 だけ で な く,腎 の 発 生 そ
の もの の異 常 を も伴 う可 能 性 を示 唆す る.
さ て,融 合 性 骨 盤 腎 も,一 般 的 な骨 盤 腎 と して の特
微 もそ な え て い る は ず で あ る.骨 盤 腎 の 特 徴 と して
は,1)短 い尿 管,2)変 形 した 腎 孟,3)血 管 支 配 の



























あ り9),注意を要する.い ずれにせ よ,CTを 初めと
する画像診断の技術が進歩 した今日,骨盤腎に気づか
ないまま腎摘をしてしまうような事態に陥いること17)












尿管の長さが5cm以 下とい うこともあ り,最も簡単
な尿路変更法は尿管S状 結腸吻合術で あるとしてい
る.しかし,彼らの症例では左尿管が拡張 しており,
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